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図 1 知的財産権 




質から、違います（図 2 参照）。 
 
 














































図 3 特許庁の特許電子図書館の HP 
（http://www.ipdl.ncipi.go.jp/homepg.ipdl） 



















































































































































































他には職務発明（特許法第 35 条、109 条）、侵害の賠償（特許法第 100 条、101 条、102
条）、出願手続き（特許法第 194 条、195 条）についても、はっきりと法律で規定されて
おり、詳しくは知らなくても、内容については理解しておく必要はあると感じました。例
えば、京都大学の教職員が、京都大学を通して特許出願する件数が近年増えていますが、
その場合は、基本的に職務発明となるので、規定を読んでおく必要があります。 
 また、今回の講習において一番重要だと感じたことは、特許が使い物になるかどうか（権
利侵害と思われる行為を受けた時に権利行使できる範囲に入っている）は特に重要だとい
うことです。つまり、特許をとっても、「真似されやすい穴がある特許」か「真似されにく
い堅牢な特許」になるかは、書き方によるということがよく分かりました。どのようにす
れば強い特許になるかまでは研修内容にはなかったのですが、ポイントだけを簡単にいう
と、具体的な特許ほど穴があり特許は取りやすく、抽象的な特許ほど範囲が広くて強いが
特許は取りにくいということです。講師がいうには、その点で弁理士に頼むか自分で出願
するかどうかの決め手は、ここであるということだそうです。今回の講習は、初級レベル
ということで、実務としてのどのようなことがポイントとなるかを具体的には教えていた
だけなかったのですが、工業の発展のために、知的財産が法で保護されていることがよく
理解できた研修であったと思います。 
 
